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📝問い
・安価で質が高い衛星画像を用いて、社会課題の解決を可能にするアプローチとは 
・安価で質が高い衛星画像が手に入る未来において、従来にない活用方法とは

🏞設定に至った背景
安価で高品質な衛星画像の入手は困難であり、従来の利用法にとらわれない新
しい活用が必要である。技術は確立しているが、経済的リソースや制度面が未
整備であることが課題となっている。膨大な衛星画像を提供する市場を創出
し、解析可能なデータとして活用できる環境を目指す。これにより、単なるビ
ジネスリターンにとどまらず、社会的意義を持つようなものを目指していきた
い。

安価で質が高い衛星画像が普及した未来においてどのようなニーズ
が生まれ、活用可能だろうか
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解決したい課題

課題① 
衛星データの金額が
高い

一般市民が気軽に使用で
きない金額になっている

課題② 
衛星データの使用が制
限されている

軍事的な側面もあるため、
大国や大企業の制約がかか
っている

課題③ 
衛星データに対する
認知が低い

衛星データそのものや活用
可能性に対する認知度が低
い



つくりたい2040の未来
安価で高品質な衛星画像が流通している社会

〇〇で〇〇ができる

衛星データ起点の社会構造の確立
衛星データの精度と信頼性が確立され、法執行機関によ
る捜査や司法プロセスにおける証拠として活用されてい
る。

衛星データによる既存サービスの刷新
高精度かつ高頻度の衛星データを活用することで、従来
では困難であった災害の予測と迅速な対応が可能となる
体制が確立されている。

〇〇で〇〇ができる

衛星データを用いた新サービスの台頭

衛星データや日々のセンシングデータを組み合わせ、 
自身の行動予測を共有するSNSが人気を集めている。

『見られない権利』の普及

衛星データに自身が映らないよう配慮した服装をする人
が増え、データ保護の整備も進んでいる。



プロトタイプ(SF小説)

衛生データを使った開発プラットフォーム「MNRV」から無数のサービスが生まれている未来社会。衛
星画像を含めた複合的なデータの融合により、自動運転車や、複合的なデータから1時間後の行動予測
をシェアするSNS「オラクル」が人々の日常に浸透している。
プロトタイプ紹介動画はこちら：https://youtu.be/S4MR2SQoBY0









課題を解決するための社会実装プラン

ネクスト 
アクション

アウトプット  　 アウトカム つくりたい未来

安価で高品質な衛星画像が流通している社会

2025 2030 2035 2040

行政がグラン
ド・トゥルース
の整備を行う

自治体がサービ
スを使い始める

国や自治体の制
度が整備される

衛星データ起点
の社会構造の確
立

アウトカム  　

研究者が協力
し、衛星データ
アーカイブを作
成する

高品質かつ信頼
性のある衛星デ
ータ

衛星画像関連の
補助金制度



課題を解決するための社会実装プラン

アウトプット  　 アウトカム つくりたい未来

安価で高品質な衛星画像が流通している社会

2025 2030 2035 2040

様々な衛星デー
タ開発プラット
フォームが生まれ
る

衛生データを活
用したサービス
が一般に出始め
る

複数の衛星デー
タ開発プラット
フォームが統
一、れる、開発
環境が整備され
る

衛星データによ
る既存サービス
の刷新

衛星データを用
いた新サービス
の台頭

アウトカム  　

研究者とアーテ
ィストやコミュ
ニティで衛星デ
ータの活用につ
いて検討する

高品質な衛星デ
ータ学習モデル
を用いたサービ
スの開発

新しい視点を用
いた衛星データ
を用いた作品や
サービス

研究者と企業で
衛星データの学
習モデルの開発
を行う

ネクスト 
アクション



課題を解決するための社会実装プラン

アウトプット  　 アウトカム つくりたい未来

安価で高品質な衛星画像が流通している社会

2025 2030 2035 2040

開発者に取り扱い
方法が浸透しつ
つ、技術発展とプ
ライバシー保護の
バランスについて
検討される

見られない権利
について問題提
起がされる

『見られない
権利』の普及

アウトカム  　

国(内閣府)がリ
モセン法の範囲
外の扱いについ
て整備する

衛星データの活
用方針、取り扱
い方法

ネクスト 
アクション



ネクストアクション

2030年のアウトプットに向けて 
以下を実施します

・衛星データアーカイブ作成

・企業と連携し、衛星データの学習モデル開発

・アーティストやコミュニティと連携し、衛星
データの活用検討




